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（ＨＹＣレース委員会） 

 
ＨＹＣｸﾗﾌﾞレースの担当コミッティーが、容易にレース運営をするための関係文書綴りです。 

この綴りつづりの中にある書類はレース当日に使用できるように、 

○ 文書ファイル（ワードファイル） 

○ 計算ファイル（エクセルファイル） 

として、別途提供されます。各ファイルを開いて、赤字部分を各レースに合わせて訂正し、使

用して下さい。保存は、「ＨＹＣｸﾗﾌﾞレース用」フォルダーにそれぞれ、「年度ﾚｶﾞｯﾀ名」(例：

「2020ひな祭りﾚｶﾞｯﾀ」)のフォルダーを作成し、保存して下さい。別途提供方法は以下です。 

① クラブルームのＰＣのデスクトップ 

② 電子ファイル（メモリカード等、電子メール添付）等 

 

  



 

版 発行(改訂)日 理由及び内容 担当者 責任者 

1.0 2012/03/01 新規発行 土居 長尾 

2.0 2018/03/01 全体の見直し及び内部担当者の修正 レース委員 犬飼 

3.0 2020/02/15 帆走指示書見本を改定 

文書管理の体裁（改定歴、管理項目）を整えた 

土居 犬飼 
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ＨＹＣクルーザーレース運営要領書 
葉山ヨットクラブレース委員会 

 

１． HYC クルーザーレースコミッティ（以下「コミッティ」） 

1） 担当コミッティ： 
① レース委員会が定めた月例クルーザーレースは、基本的にレース委員長から委託を受けたコミッテ

ィ（艇・チーム単位）が実行･運営する。 

② レース委員会とコミッティの役割分担は別紙 1 「レース委員会及びｺﾐｯﾃｨ役割一覧」の通りとする。 

③ 担当コミッティ割当の年間スケジュールはレース委員会が年初に決定する。担当コミッティは割り当

てられた日に都合がつかない場合等は、基本的に担当コミッティが別のチームとスケジュールを交

代してもらう等の独自交渉により調整を行い、同時にレース委員長と担当月変更を連絡下さい。 

どうしても決まらない場合には、早めにレース委員会に相談下さい。 

2） コミッティ担当事項：コミッティが事前に、あるいは当日および後日行う基本的な事項は次のとおりであ

る。 
① 事前準備･レース関係 

② 艇長会議･レース当日 

③ 本部船関係･レース当日  

④ 成績計算と表彰式準備 

⑤  表彰ﾊﾟｰﾃｨ準備と運営 

⑥  後日の作業 

 

２． 事前準備･レース関係 

1） 本部船予約： レース委員会は本部運営艇としてあらかじめリビエラ艇を年間を通じて利用予約を行っ

ておく。 

2） レース必要備品： 

① マーク、ブイ、ポール、フラッグ、フォグホーン、およびその他レースに必要な備品は、葉

山港船具倉庫に保管してあるので、以下の「レース運営準備品リストに沿って、事前に点検・

確認する。 

② 船具保管庫の鍵はクラブルームに保管してある。 

③ 問題があれば、事前にレース委員に連絡・対処する 
別紙 ２  「レース運営準備品リスト＃１：  必要備品格納場所および明細一覧」 

別紙 ３  「レース運営準備品リスト＃2：  フラッグ一覧」 

3） レース運営ドキュメントセット： 

レース運営に必要な文書の基本フォームは、レース委員会で作成しホームページにアップするのでダウ

ンロードして使用する。また、HYC 事務室内専用 PC にファイルの形で保存しておく。 

コミッティは、前回レース終了後速やかに、あるいは遅くとも担当レース日の３週間前には内容が担当レ

ースにとって的確なものであるか、あるいは利用方法を点検･確認の上、必要があればレース委員会と

相談の上修正を加えておく。 

レース運営ドキュメント基本フォーム（レース７点セット）は次の通り 

① HYC クルーザーレース運営要領書： （本書） 



② 帆走指示書:   （見本 別紙 ４） 

･ 担当コミッティの海上・陸上連絡用携帯電話番号等を記入しておく。 

･ 当日配布用として２０部程度のプリントを準備する。 

･ なお、葉山・初島、フレンドシップの 2 レースについては、これらとは別に用意する。 

③ 成績計算表（ＴＣＦ最新版およびレース結果集計表） （別途提供） 

･ レース委員会は、前回レース終了後すみやかに今回用計算表を作成し、事務局 PC にインストー

ルするとともに、コミッティの IT 担当者にメールで送付する。 

･ コミッティの IT担当者は、TCFが前回レースを含めて計算された最新のものであること等、内容な

らびに操作方法を事前に確認しておく。 

･ 内容、利用方法に不明点等あればレース委員に必ず確認する。 

･ 成績表作成については、別途詳細な説明書が用意されているので、それも参照のこと。 

④ 出艇申告・パーテイ受付記録表  （見本 別紙 ５） 

⑤ ゴール記録記入用紙   （見本 別紙 ６） 

⑥  表彰状関係セットおよび印刷用上質紙用紙類 （見本 別紙 ７） 

・ 用紙類が不足している時はレース委員に連絡する。 

⑦ レース清算書    （見本 別紙 ８） 

 

３． 艇長会議  レース当日 

１） 事前アナウンス： 艇長会議開催にあたり、１０分前までには予告構内アナウンスを行う。 

２） 艇長会議： 次の事項を行う。 
①  出艇申告受付及び出艇料受領 

・ 出艇申告・パーテイ受付記録表への記録 （筆記用具を事前に用意する） 

･ 出艇料は 賛助会員艇３000 円、非賛助会員艇４000 円 

･ 受付時、艇のレーティングに変更ある艇が無いか確認する（新艇等）。 

② パーティー参加人数を確認 

③ 帆走指示書とコース設定の説明 

④ 時計合せ 

⑤ コミッティの海上・陸上連絡用携帯電話番号等を相互に確認 

３） 艇種変更等:  新規参加艇あるいはレーティングに変更を及ぼす可能性がある艇がある場合はレ

ース委員に報告し、レーティング等について対処を打ち合わせる。 
 

４． 本部船関係･レース当日  

1） 備品の確認： 
① 備品の有無と数量はレース備品リスト（別紙６）に沿って、必ず陸上で事前に確認する 

② 動作確認 

・ フォグフォンは、フォグフォンの担当者が、陸上にて最低一度は音を出して、ガスの残量・フォンの不

具合さらにその取扱いを確認する。 

・ ガスが少ないため音が良く出ない場合は、予備のカートリッジに交換する。 

・ もし、フォンに不具合がある場合は、予備のフォンを使用し、海上で必要な時点に確実に音が出るよ

うにする。 

2） 備品等の本部船への積込み： 
① マーク、ブイ、ポール等： 必要であれば空気を入れるためのブロワーを管理事務所に申し出て借

用する。 

② レース運営に必要な備品類 （前記 ２-２）） 

③ レース記録用バインダー、筆記用具、記録用紙等 

④ 必要に応じ乗員の飲物・食事等 



3） 本部船での作業：  ２名以上の要員を乗艇させ、次のようなマーク設定及び記録作業にあたる。 
① スタートまで 

･ マーク打ち 

･ スタートライン設定 

･ フラグ掲載ポール設置 掲揚には別紙 9 「信号旗とハリヤードのレイアウト」を参照 

･ コース設定については、必要があれば適宜レース委員長（あるいはその指名を受けたレース委

員）と連絡して決める。 

  
② スタートおよびレース中 

･ スタート： 帆走指示書記載の所作 

･ スタート後のスタートライン消滅時間： スタート後１０分を原則とし、変更等があれば当日

の艇長会議で伝達する。 

･ スタートしてからフィニッシュまで： 行動は自由であるが、レース艇に注意して行動する。また、

気象・海象の変化に対応出来るよう、またコース短縮・変更、レース中止等に対応できるようにし

ておくこと。 

･ レースの状況： 見守ること。 

③ フィニッシュ 

･ 記録用紙にフィニッシュ時間と順位を記録する。 

･ 本部船とアウターリミットマークを見通したラインに艇の固定部分が到着した時点がフィニッシュ。 

･ 一人が計時して艇名（セール番号）とフィニッシュ時間を読み上げ、もう一人が記録用紙に記入す

るのが望ましい。 

・ 記録した時間と順位は、陸上の成績管理担当者に早めに電話等で連絡する 

･ 全艇がフィニッシュ又はレース終了したのを判断してマークを引き上げる。 

･ 二レースある場合は、始めのレースが終わり次第次のレースの準備にかかるが、スタートライン

の引き直しの有無を判断する。 

4） レース終了後の整備保管： 必要備品等は、必要な水洗い等を行ったうえ、元の場所に戻す。紛

失、不具合があればその旨を、また、収納を完了したらレース委員に報告する。 

5） 抗議受付と処理  
① 所定の抗議書を抗議締切時間内にコミッティに提出しなければならない。（別紙１０「抗議書」見本） 

② 抗議締切時間は最終艇のフィニッシュから６０分とする。 

③ 抗議に関する審問及び裁定はプロテスト委員会（レース委員会が兼任）が行う。 

５． 成績計算と表彰式準備 

1） 事前準備 
レース当日朝、艇長会議終了直後までには、事務室 PC，プリンターの点検を行い、成績計算表ﾌｧｲﾙ、

がインストールされ操作可能状態であること、また、印刷用紙、インク類等が、準備されていることなどを

確認する。 

また、PC 内のファイルが準備されていることを確認する。 

2） 成績計算 
① 本部艇からの報告をもとに速やかに成績表を作成する。 

② 作成次第その内容についてレース委員会に報告し、承認を得る。 

3） 表彰準備： 
① 表彰は、１位～3 位、ファーストホーム、ラッキーセブン、ブービーに対し行う。 

② 表彰には賞状と賞品を授与する。 

③ 賞品は次の通りとする 

･ 1 位～3 位、ファーストホーム： 表彰グラス優勝３ヶ、２位２ヶ、３位・ファーストホーム各１ヶ 

･ ラッキーセブン、ブービー：  ワイン各 1 本（計 2 本） 

･ なお、表彰グラスはレース委員会が、またラッキーセブン及びブービー用ワインはコミッティが事

前に準備する。 



4） 成績計算と確定 
･ 成績計算ファイル最終版は、事務室 PC にインストールするとともに、それを USB メモリーにコピー

保存し、レース委員に手渡す。 

 

６． 表彰ﾊﾟｰﾃｨ準備と運営 

1） 事前準備： 
① パーティ会場：  レース委員会があらかじめ利用予約をしておく。 

② パーティ用飲食物等手配 

･ 飲物は逗子ﾏｲﾝﾏｰﾄから配達代金 300 円で配達してもらうことができる Tel：046-872-9015 

･ 紙皿，紙コップ，はし，飲み物，つまみ，後片付け用のごみ袋も用意する。 

･ 表彰パーティー用に準備する飲食物および関連用品は予算 35,000 円を目安とする。 

③ 表彰用ワイン２本 

2） 表彰ﾊﾟｰﾃｨ会場設営 
① 当日、管理事務所に使用料を支払ったうえ、会場の鍵を借りておく。 

② 使用時間は 14:00～17:00 までとする。 

③ 表彰ﾊﾟｰﾃｨへの参加費は１人 1000 円とする。 

④ 会場の設定、受付、会費の徴収等を行う。 

⑤ 参加者の貼り付け式名札ケース、名札用紙、サインペン等を保管してあるので、十分な量がある

かどうかを事前に点検しておく。 

⑥ 当日は参加者に艇名、氏名を記入し着用してもらう。 

3） 表彰式 
① 司会、成績発表はコミッティで行う。 

② 表彰、レース講評等はレース委員長が行う。 

4） 後片付け 
① 全て終了後、鍵を管理事務所に返却する。 

② 遺失物等があれば管理事務所に届けておく。 

5） 次回コミッティへの引き継ぎ 
① パーティ修了時頃をめどに、次回コミッティへの引き継ぎを行う。 

② 引き継ぎはレース委員の立会のもとに行う。 

 

７． 後日の作業 

1） レース精算書提出 
① レース関係会計は月例理事会への報告事項であるので、レース委員会で提供するレース精算書に

記入、領収書等を添付し、１週間以内にレース委員長まで提出する。 

② 提出の方法は基本的に郵送とする。 

③ 精算代金は下記振込先へ振込む。 

2） レース成績提出 
① レース順位集計表，精算書及びレースに関する簡単な講評をレース委員長へメール送信する。 

3）振込先、郵送先、連絡先等は次の通り。 
精算書 送付先： 〒249-0005 逗子市桜山７丁目１３９５－８１ レース委員長 犬飼一通宛  

精算代金 振込先： みずほ銀行 湘南台支店 口座番号:普通 1078991 NPO 法人葉山ヨットクラブ 

精算関係 照会先： 財務委員長：  桑原健二 E-Mail：kuwahara@kk.catv-yokohama.ne.jp 

レース委員長： 犬飼一通･牛若丸Ⅲ E-Mai： :ponton@firstmarine.co.jp 



 
2018 年 ＨＹＣクルーザーレース運営要領書 

 

別紙 1. 「レース委員会・コミッティ役割分担」 
 
 レース委員会 コミッティ 

事前 年間スケジュール作成 

コミッティの割当 

表彰式会場予約 

リビエラ運営艇手配 

レース備品整備 

運営用各種書類準備、TCF 確認 

上記コミッテ責任者へ送付 

 

 

又は PC 上に準備 

・成績計算書類準備（レース委員用） 

・同上（コミッティ用） 

・PC の用紙、インク等確認 

コミッテの準備状況確認 

レース運営要領について学習 

運営艇要員、陸上要員確保 

懇親会飲料食品手配 

 

レース備品確認 

 

 

運営用各種書類入手 

帆走指示書準備、受付表準備 

又は PC 上ファイル確認 

・成績計算書類（コミッティ用）入手 

・表彰状ファイル確認 

 

当日 開催確認 

TCF 受付変更 

コース設定指導（コース、ライン等） 

成績計算支援 

順位決定 

成績表彰（授与等） 

講評 

開催確認 

受付、会費 

艇長会議主催 

運営艇にレース備品持ち込み 

マーク打ち、スタートライン設定 

スタート、フィニッシュ記録 

監視 

マーク引き揚げ、帰港 

備品引き揚げ、点検、格納 

PC 入力（基本事項、到着時刻、事由等） 

成績書、表彰状印刷 

会場設営 

成績発表・懇親会主催 

後始末 

成績計算書をレース委員へ引き渡し 

事後 清算（決算、会計）確認 

理事会報告 

清算（決算、会計） 

 



別紙２  「レース運営準備＃１ 必要備品格納場所および明細一覧」 

１． 葉山港船具倉庫内ロッカー： 
No.131 および No.134 格納備品 （ロッカーキーはクラブルームに保管） 

1） マーク、ブイ等： マークブイの空気入れは倉庫隣、工作室のプロアーを使用。 
① レガッタマークブイ(黄色)  3 個 

② 予備ロープ 

2） レース備品入りクリアボックス格納品 

 品名 数量 備考 

1 拡声器 1  

2 フォグホーン 2  

3 フォグホーンスペア 1 H23/18 補充 

4 布バケツ(赤) 1  

5 メジヤー 1  

6 ビニールテープ 5 赤緑ストライブ、白、赤、青、緑 

7 バインダー 2 レース記録用 

8 ボールペン 4 レース記録用 

9 マジックインキ 5  

10 双眼鏡 1  

11 赤糸 1  

12 単３電池 8  

13 マーク修理キット 2 ２種３パック 

14 風見 1  

15 CRC 1  

3） クリアボックス(小)…レース用旗 内容詳細は別紙 ３ 「フラッグ一覧」 

4） ブルーコンテナー収納品 

 
 
 
 
 

 

 

 

２． ポール及び信号旗掲揚バー 
 倉庫階段脇(消火栓近く)に立てかけてある。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ブルーコンテナ(赤テープ) アンカー(26m ロープ付) 

(岸用)パラシュートアンカー 

予備ロープ 23M  

ブルーコンテナ(緑テープ) アンカー(40m ロープ付) 

(沖用)パラシュートアンカー 

予備ロー一プ 20m 

ブルーコンテナ(青テープ) 予備アンカー 

(リミット用)予備ロープ 131n2 本 

    ポール 

   信号旗掲揚バー 



３． 格納状況 
 

写真 説明 

 

ブルーコンテナ 
赤、緑、青 

 

旗一式 
クリアボックス（小） 
 

 

マークブイ 

 

ポールと信号旗掲揚用バー 

 

備品 
クリアボックス（大）に格納してある。 

 



別紙３ 「レース運営準備＃2：フラッグ一覧」 
 

旗 説明 

 

葉山ヨットクラブ旗:Class flag、予告信号に使う 
Warning ↑*↓* 
5-4-1-Go(Start)方式に於ける 5 分前に掲揚する。 

 

P 旗：準備信号 
Preparatory signal.  ↑*↓* 
5-4-1-Go(Start)方式に於ける 4 分前に掲揚する。 

 

AP 旗：（回答旗）レースの延期 
Races not started are postponed  ↑**↓* 
AP: Answer Pennant 
 

 

X 旗：リコール発生 
Individual recall  ↑* 

 

第１代表旗：ゼネラルリコール 
General recall  ↑**↓* 

 

S 旗：コース短縮 
Sail in the Short course.  ↑** 

 

C 旗：コース変更 
Next mark has been Changed.  ↑** 

 

L 旗：声の届く範囲に来い、又は我について来い 
Come within hail or follow this boat.  ↑* 
Let's Together 

 

I 旗：準備信号。規則 30.1 が適用される 
Ｉ旗規則を適用する場合に掲揚する。 
Rule 30.1 is in effect.  ↑*↓* 

 

N 旗：レースの中止 
All races abandoned.  ↑***↓* 
No Race 

  
 

 



葉山ヨットクラブ 
NPO HYC２０２０ 〇〇レガッタ 

帆走指示書 (2020 年〇月〇日) 
 

責任の所在：当レースの参加及び継続はオーナーと艇長の責任と判断にて決定し、万一事故など発生した場合も、 
        葉山ヨットクラブ及びレース委員会は一切の責を負わない。 
艇長会議及び出艇申告 2020年〇月〇日 9:00  クラブﾙｰﾑにて 
レースコース：  マーク回航は 反時計回り とする。 
  （スタートライン）・・…（上マーク）……（下マーク）……（上マーク）……（下マーク）……（フィニッシュライン） 
 岸マーク（赤） と沖マーク（緑）間は約1.0～1.5海里を予定，  
 スタート時のリミットマークは下マークと兼用、フィニッシュ時のリミットマークは上マークと兼用する。 
 スタートライン解消後、本部船はフィニッシュラインに移動する。各艇はリミットマークと本部船の間をフィニッシュ

すること。 
スタート時刻 ： 10時30分  
５分前 
音響信号１声 

クラブ旗（予告信号）掲揚  

４分前 
音響信号１声 

P旗（準備信号）掲揚 
 

１分前 
長音信号１声 

P旗（準備信号）降下  

スタート：音響信号１声 クラブ旗 降下 （なし） 

レース延期信号 
音響信号２声 

AＰ旗 掲揚 
 

音響信号１声と降下の１分後に予告信号 

個別リコール 
音響信号１声 

Ｘ旗 掲揚 
 

 

ジェネラル・リコール 
音響信号２声 

第一代表旗掲揚 
 

音響信号１声と降下の１分後に予告信号 

信号旗： コース短縮：本部船か監視船に

Ｓ旗（音響信号２声）Ｓ旗の上

がった艇（ポール）とその近く

のマークの間でフィニッシュ 

コース変更：本部船か監視船に 
Ｃ旗（反復音響信号） 

新コースは音声により指示する 

信号旗： レースの中止 N 旗（音響信号

3声） 掲揚 
本部船近辺に集合せよ L 旗 

（音響信号1声）掲揚 
ｽﾀｰﾄﾗｲﾝの消滅 ； スタート信号後10分後にｽﾀｰﾄﾗｲﾝは消滅する。 
タイムリミット： スタート信号後3時間30分とする。 
レース規則： RRS２０１７－２０２０年による。 但し次のＨＹＣ独自のルールも適用する。 
 HYC ﾙｰﾙ：ﾚｰｽ艇は釣り舟等、投錨中の船の 5 艇身以内に近づいてはならない。 又釣舟等の多い海面にお        
いてはﾊﾞｳｳｵｯﾁを置き充分な監視を行うこと。レースに出場する艇の全乗員はライフジャケットを常時着用とする。（本
レースは、JSAF が規定する外洋特別規則を適用したレースではありません。JSAF 登録艇の如何に関わらず、全乗員
が（認証・桜マーク）付ライフジャケットを使用すること。） 
レース中は、レース旗を掲げること。 
抗議：抗議の締め切りは最終艇のフィニッシュから６０分とする。所定の抗議書は抗議締切時間内にコミッティーに         
提出されなければならない。抗議に関する審問及び裁定はプロテスト委員会(レース委員会が兼任)が行う。 
表彰：修正時間により１位～３位、ﾗｯｷｰｾﾌﾞﾝ賞、ﾌﾞー ﾋﾞー 賞及び着順1位を表彰する。 
表彰式：管理事務所３階にて行う   会費 1,000円/人 
出艇料：賛助会員艇１艇￥３，０００． 非賛助会員艇１艇￥４，０００． 
氏名と肖像権の使用権 
 参加者は無償で NPO 葉山ヨットクラブに陸上又は海上で撮影されたレースに関する写真、音声、録画、及びそれらの複
製品、並びに成績等の氏名を、その裁量で永久に作成、使用、公開する権利を自動的に与える。 
携帯電話番号  本部船 （〇〇〇〇） 090-XXXX-YYYY  

陸上本部 （〇〇〇〇） 090-xxxx-yyyy 



別紙５ 出艇申告・パーティ受付記録表（見本）
　　　　2018年XX月XX日（日）

出艇申告記録

開催日： 2018年XX月XX日（日） 艇長会議： ９ 時 ００ 分～、管理事務所・2Ｆｸﾗﾌﾞﾙｰﾑ

担当ｺﾐﾃｨｰ： XXXX ﾚｰｽｽﾀｰﾄ：１０時３０分
*艇名は順不同 *出艇料：賛助会員艇3,000円、非賛助会員艇4,000円

№ 会員　　　出艇確認 出艇料 ﾊﾟｰﾃｲ参加
非会員　(出艇=レ
印)

(円) 予定人数

1 VISCONTINA 3939 会員 3,000 人

2 TRITON ⅩⅢ 6550 会員 3,000 人

3 七福神 6327 会員 3,000 人

4 牛若丸 Ⅲ 607 会員 3,000 人

5 アルバトロス 107 会員 3,000 人

6 SARAH 4386 会員 3,000 人

7 BOSS 4126 会員 3,000 人

8 WHITE・CREST 2816 会員 3,000 人

9 KOKOPELLI 200 会員 3,000 人

10 武蔵 1205 会員 3,000 人

11 ＳＩＯＮ S02 会員 3,000 人

12 ウェ-ビ-ホット 5117 会員 3,000 人

13 アーリーバード 1110 会員 3,000 人

14 ＪＯＶＩＡＬ FIVE 6186 会員 3,000 人

15 CORAL SEA - 会員 3,000 人

16 ﾌｧｰｽﾄｽﾋﾟﾘｯﾄ #### 会員 3,000 人

17 韋駄天 1023 会員 3,000 人

18 バレリーナ 会員 3,000 人

19 ジャポネーラ 1668 会員 3,000 人

20 マンボウ 379 会員 3,000 人

21 バーバリアン 3273 会員 3,000 人

22 北斗 348 会員 3,000 人

23 シェスタ - 会員 3,000 人

24 ジュゲム 2070 会員 3,000 人

25 ｺｺﾅｯﾂｸﾞﾛｰﾌﾞ - 会員 3,000 人

26 コンテッサⅩⅣ 188 会員 3,000 人

27 MISS NIPPON 4006 会員 3,000 人

28 ストーク 1712 会員 3,000 人

29 バレリーナ 会員 3,000 人

30 MAHANA 1423 非会員 3,000 人

31 コンテッサⅩⅣ 188 非会員 4,000 人

32 てこ丸 非会員 4,000 人

33 ﾔﾏﾊ30・HMYC yellow 非会員 4,000 人

34 ﾔﾏﾊ30・HMYC blue 非会員 4,000 人

35 ﾔﾏﾊ30・HMYC red 非会員 4,000 人

36 ラルゴ 非会員 4,000 人

37 人

38 人

0 人合　計

　2018年「XXXXﾚｶﾞｯﾀ」

艇　　名 ｾｰﾙNo 備　　考



別紙6 ゴール記録記入用紙（見本）
　　　　2018年XX月XX日（日）

フィニッシュ時刻記入用紙

開催日： 2018年XX月XX日（日） 艇長会議： ９ 時 ００ 分～、管理事務所・2Ｆｸﾗﾌﾞﾙｰﾑ

担当ｺﾐﾃｨｰ： XXXX ﾚｰｽｽﾀｰﾄ：１０時３０分
*艇名は順不同

№ ｾｰﾙNo フィニッシュ時刻 順位 備考

1 VISCONTINA 3939 　　　　：　　　　：

2 TRITON ⅩⅢ 6550 　　　　：　　　　：

3 七福神 6327 　　　　：　　　　：

4 牛若丸 Ⅲ 607 　　　　：　　　　：

5 アルバトロス 107 　　　　：　　　　：

6 SARAH 4386 　　　　：　　　　：

7 BOSS 4126 　　　　：　　　　：

8 WHITE・CREST 2816 　　　　：　　　　：

9 KOKOPELLI 200 　　　　：　　　　：

10 武蔵 1205 　　　　：　　　　：

11 ＳＩＯＮ S02 　　　　：　　　　：

12 ウェ-ビ-ホット 5117 　　　　：　　　　：

13 アーリーバード 1110 　　　　：　　　　：

14 ＪＯＶＩＡＬ FIVE 6186 　　　　：　　　　：

15 CORAL SEA - 　　　　：　　　　：

16 ﾌｧｰｽﾄｽﾋﾟﾘｯﾄ 10911 　　　　：　　　　：

17 韋駄天 1023 　　　　：　　　　：

18 バレリーナ 　　　　：　　　　：

19 ジャポネーラ 1668 　　　　：　　　　：

20 マンボウ 379 　　　　：　　　　：

21 バーバリアン 3273 　　　　：　　　　：

22 北斗 348 　　　　：　　　　：

23 シェスタ - 　　　　：　　　　：

24 ジュゲム 2070 　　　　：　　　　：

25 ｺｺﾅｯﾂｸﾞﾛｰﾌﾞ - 　　　　：　　　　：

26 コンテッサⅩⅣ 188 　　　　：　　　　：

27 MISS NIPPON 4006 　　　　：　　　　：

28 ストーク 1712 　　　　：　　　　：

29 バレリーナ 　　　　：　　　　：

30 MAHANA 1423 　　　　：　　　　：

31 コンテッサⅩⅣ 188 　　　　：　　　　：

32 てこ丸 　　　　：　　　　：

33 ﾔﾏﾊ30・HMYC yellow 　　　　：　　　　：

34 ﾔﾏﾊ30・HMYC blue 　　　　：　　　　：

35 ﾔﾏﾊ30・HMYC red 　　　　：　　　　：

36 ラルゴ 　　　　：　　　　：

37 　　　　：　　　　：

38 　　　　：　　　　：

2018年「XXXXﾚｶﾞｯﾀ」

艇　　名



         

 

 

表 彰 状   
 

優  勝 
 

XXXX 殿 
 
   貴艇はnpo法人葉山ヨットクラブ２０１８年 
   XXXXXXレガッタに於いて頭書の成績を納め 
   ましたので、栄誉をたたえ、ここに表彰します 
 
              平成３０年XX月XX日 
 

 

          npo法人葉山ヨットクラブ 
             
        会  長   石 原 伸 晃 
 
               
        レース委員長 犬 飼 一 通  

 

別紙７ 

 

 



 
2018 年 ＨＹＣクルーザーレース運営要領書 

 

別紙　８　「レガッタ精算書」見本

2018年・忘年会ﾚｶﾞｯﾀ&ﾊﾟｰﾃｨ精算書
　　　　ｺﾐｯﾃｨｰ名：ｼﾞｮﾋﾞｱﾙﾌｧｲﾌﾞ・担当者名

収 3,000 円/1艇 艇参加 0

入 4,000 円/1人 艇参加 0

入 ﾊﾟｰﾃｨｰ参加費 1,000 円/1人 人参加 0

収入合計 0

賞品代金 10,000

支 ﾊﾟｰﾃｨｰ会場使用料 管理事務所3F-B

出 ﾊﾟｰﾃｨｰ費用 実費 *領収書等を添付

その他 ﾘﾋﾞｴﾗのﾏｰｸﾎﾞｰﾄ使用料 20,000

支出合計

収支バランス 0

振込み金額 ※印参照

1) 精算書の使用方法

レース参加艇数，パーティー参加人数，パーティー費用，その他，を入力すれば

自動計算されます。

　　　*賞品代金及びﾊﾟｰﾃｨｰ会場使用料はＨＹＣ会計が支払いを致しますので入金願います。

　　　　　*ﾊﾟｰﾃｨｰ会場使用料は支払い済み/明細及領収書参照方。

　　　*収支バランスがプラスとなった時はＨＹＣ会計へ入金下さい。

　　　*収支バランスがマイナスとなった時はＨＹＣで補填しますが、基本的にﾊﾞﾗﾝｽを心掛けて下さい。

2）ＨＹＣへの会計報告はこの精算書に領収書及び収支バランスの金額を添えてHYC会計

   ｱｰﾘｰﾊﾞｰﾄﾞ/川島さんへ提出願います。

      *HYC会計振込口座：みずほ銀行 湘南台支店(281) 口座番号：普通1078991　NPO葉山ﾖｯﾄｸﾗﾌﾞ
　
*

　　収支及び振込み等に関するｺﾒﾝﾄがある場合は記載の事。

※ 収支は上表の通りですが、振込み金額は57,751円で詳細は下記の通りとなっています。
振込み金額：57,751円＝（収支ﾊﾞﾗﾝｽ分）-（振込手数料）＝（58,276円）-（525円）
尚、振込みは１１月25日（水）にみずほ銀行祐天寺支店にて処理済みです。

以上

2018/ｘｘ/ｘｘ

ﾚｰｽ出艇料

*振込み金額に含む。

*賞品代金含まず。

人数を記入

 



 
2018 年 ＨＹＣクルーザーレース運営要領書 

 

別紙 ９ 「信号機とハリヤードのレイアウト」 

信号旗と掲揚ポールのレイアウト 
 

旗はバーに四枚掲揚できる、風上から 

１． 第１代表（ゼネリコ） 

２． X 旗（リコール） 

３． P 旗、I 旗（規則３０－１を適用）、 

４． HYC クラブ旗 （AP 旗レースの延期を掲揚する場合もある） 

その他：AP 旗、L 旗は、ボートフックを使用することがある。 

レースの中止（N 旗）、また残りのレースすべて中止（N 旗、A 旗）、同上。 

 

 



 
   

JSAF ルール委員会標準フォーム①(09.02.03 版) 

別紙１０ 抗議書見本 
レース・オフィス受付：受付番号 ........  日付と時刻 ..........................................  署名 .................................... 
________________________________________________________________________ 

抗議書 – 救済および審問の再開の要求にも使用 
 
適切に記入または〆印をつける。 
 
1.  大会 ............................................  主催団体 ....................................  日付 ......................  レース番号 ........  

2. 審問の種類   

艇から艇への抗議                       艇またはレース委員会からの救済要求   
レース委員会から艇への抗議        プロテスト委員会からの救済の考慮  

プロテスト委員会から艇への抗議      艇またはレース委員会からの審問再開の要求   
     プロテスト委員会からの審問再開の考慮  

3. 抗議艇、救済または審問再開を要求している艇 
クラス .......................  フリート.......................   セール番号 .......................    艇名 .................................... 

代表者 ........................................................  電話番号、e メール ………………………................................. 

4. 被抗議艇または救済を考慮する艇 
クラス ...................    フリート.....................    セール番号 .......................     艇名 ...................................... 

5. インシデント 
インシデントの時刻と場所 ............................................................................................................................ 
違反したと申し立てる規則 ...........................................................  証人 ...................................................... 

6. 被抗議艇への通告   抗議の意志の被抗議艇への知らせ方 
 声を掛けることにより                                 いつ .............................  用いた言葉 ................................... 
 赤色旗を掲揚することにより  いつ ..................................................................................... 
 その他の方法で知らせることにより  詳細 ..................................................................................... 

7. インシデントの詳細（必要な場合には別の用紙を用いること） 
見取図：1 辺 = 1 艇身；艇の位置、風向と流れの方向、マークを示すこと。 

 

 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 
 
.................................................................................... 



   

JSAF ルール委員会標準フォーム①(09.02.03 版) 

このページはプロテスト委員会が使用する               受付番号 ..........    同時審問の受付番号 ................... 
 
適切に記入または〆印をつける。 

取下げを要求した     署名 ........................................................      取下げを認める   

クラス .......................... フリート............................ レース.........................抗議締切時刻................................. 

抗議、または救済もしくは審問の再開の要求は、締切時刻内に受領した          締切時刻を延長した    

抗議者、または救済もしくは審問の再開を要求している当事者、代表者 .......................................................... 

その他の当事者、または救済を考慮する艇、代表者 .......................................................................................... 

証言者の氏名 ....................................................................................................................................................... 

通訳 ...................................................................................................................................................................... 
    備  考 
利害関係者についての異議なし    ........................................ 
抗議書または要求書はインシデントを特定している   ........................................ 
最初の妥当な機会に「プロテスト（抗議）｣と声を掛けた   ........................................ 
声を掛ける必要はなかった、被抗議艇に最初の妥当な機会に伝えた  ........................................ 
最初の妥当な機会に赤色旗を目立つように掲揚した   ........................................ 
フィニッシュでレース委員会は赤色旗を見た    ........................................ 
 
抗議または要求は有効、審問を続行する          抗議または要求は無効、審問を打ち切る     
 
認定した事実 ...................................................................................................................................................... 
 
............................................................................................................................................................................. 
 
............................................................................................................................................................................. 
 
............................................................................................................................................................................. 
 
............................................................................................................................................................................. 
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艇 .......................... の見取図をプロテスト委員会は支持する   プロテスト委員会の見取図を添付する   
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判 決    

抗議：却下する     ......................... レースにおいて艇............................................を失格とする    

                                        次のペナルティーを課す   : ............................................................................... 

救済：与えない   ;  次の救済を与える   : .......................................................................................... 

審問再開の要求：拒否する     認める   
 
プロテスト委員会の委員長と他のメンバー ........................................................................................................ 

............................................................................................................................................................................. 

委員長の署名 ......................................................................  日時 ....................................................................... 



２．レースコース参考図 （ソーセージコース） 

  

 



スタート時刻 ３．スタートのタイムテーブル（時刻表）
10:30:00 10:30:00
5分前 予告信号 10:25:00 クラブ旗掲揚 音響１声 延期 延期判断 AP旗掲揚 音響2声
4分前 準備信号 10:26:00 I旗掲揚 音響１声
1分前 1分信号 10:29:00 I旗降下 長音信号１声
GO スタート信号 10:30:00 クラブ旗降下 音響１声

リコール信号 X旗掲揚 音響１声

0:10:00 0:10:00 分延期
ゼネリコ 10:30:00 第１代表旗掲揚 音響2声

4分後 10:34:00 第１代表旗降下 10:34:00 AP旗降下 音響１声
5分前 予告信号 10:35:00 クラブ旗掲揚 音響１声 5分前 予告信号 10:35:00 クラブ旗掲揚 音響１声
4分前 準備信号 10:36:00 I旗掲揚 音響１声 4分前 準備信号 10:36:00 I旗掲揚 音響１声
1分前 1分信号 10:39:00 I旗降下 長音信号１声 1分前 1分信号 10:39:00 I旗降下 長音信号１声
GO スタート信号 10:40:00 クラブ旗降下 音響１声 GO スタート信号 10:40:00 クラブ旗降下 音響１声

0:15:00
ゼネリコ 10:30:00 第１代表旗掲揚 音響2声

9分後 10:39:00 第１代表旗降下
5分前 予告信号 10:40:00 クラブ旗掲揚 音響１声
4分前 準備信号 10:41:00 I旗掲揚 音響１声
1分前 1分信号 10:44:00 I旗降下 長音信号１声
GO スタート信号 10:45:00 クラブ旗降下 音響１声

0:20:00 0:20:00 分延期
ゼネリコ 10:30:00 第１代表旗掲揚 音響2声

14分後 10:44:00 第１代表旗降下 10:44:00 AP旗降下 音響１声
5分前 予告信号 10:45:00 クラブ旗掲揚 音響１声 5分前 予告信号 10:45:00 クラブ旗掲揚 音響１声
4分前 準備信号 10:46:00 I旗掲揚 音響１声 4分前 準備信号 10:46:00 I旗掲揚 音響１声
1分前 1分信号 10:49:00 I旗降下 長音信号１声 1分前 1分信号 10:49:00 I旗降下 長音信号１声
GO スタート信号 10:50:00 クラブ旗降下 音響１声 GO スタート信号 10:50:00 クラブ旗降下 音響１声

0:25:00
ゼネリコ 10:30:00 第１代表旗掲揚 音響2声

19分後 10:49:00 第１代表旗降下
5分前 予告信号 10:50:00 クラブ旗掲揚 音響１声
4分前 準備信号 10:51:00 I旗掲揚 音響１声
1分前 1分信号 10:54:00 I旗降下 長音信号１声
GO スタート信号 10:55:00 クラブ旗降下 音響１声

時スタートを例にとる時スタートを例にとる

分後に再スタート

分後に再スタート

分後に再スタート

分後に再スタート



0:30:00 0:30:00 分延期
ゼネリコ 10:30:00 第１代表旗掲揚 音響2声

２４分後 10:54:00 第１代表旗降下 10:54:00 AP旗降下 音響１声
5分前 予告信号 10:55:00 クラブ旗掲揚 音響１声 5分前 予告信号 10:55:00 クラブ旗掲揚 音響１声
4分前 準備信号 10:56:00 I旗掲揚 音響１声 4分前 準備信号 10:56:00 I旗掲揚 音響１声
1分前 1分信号 10:59:00 I旗降下 長音信号１声 1分前 1分信号 10:59:00 I旗降下 長音信号１声
GO スタート信号 11:00:00 クラブ旗降下 音響１声 GO スタート信号 11:00:00 クラブ旗降下 音響１声

注）ゼネリコの時間は再ゼネリコもあるので、上記は事例。 注）延期判断時間少しずれる、上記は事例
第１代表旗降下から始まる。 AP旗降下から始まる。
注１）スタート時刻をhh:mm:ss形式で入力すると変更出来る。
注2）準備信号は通常P旗(Preliminary)であるが帆走指示書によりI旗とする。
ラウンドアンドエンド規則による。

分後に再スタート



４．成績計算について 
１．クラブレースの TCF 
（１）ショートコース 
①対象レガッタ 
新春レガッタ、ひな祭り、鯉のぼりレガッタ、新港開港記念レガッタ、かぐや姫レガッタ 
忘年会レガッタ 
②独自の変動 TCF 方式（過去成績の移動平均方式） 
 
（２）G1 コース 
①対象レガッタ 
新春レガッタ、烏帽子岩回航（こいのぼりレガッタ）、小網代浮標回航（初鰹レガッタ）、

フレンドシップレガッタ（体育の日レガッタ）、葉山・初島ヨットレース（初島回航） 
 
②ORC ベース固定 TCF 方式 
 
２．成績 
（１）各レース：所要時間に TCF を乗じた修正所要時間で修正着順により順位を決める 
①順位を得点とし得点の低い順にとする。 
②修正時間が秒の位にて同じ場合は同一順位とする（注１）。 
（例えば、1 位、２位、２位、４位、、、、となる） 
③一日二レースある場合は合計得点の低い順とする。 
④得点がタイの場合は、 
(1) 成績同位の艇をよい成績順並び替え、同位が崩れた時点での上位を上位とする。 
(2) （1）にても同位が崩れない場合は、最終レースから遡って同位が崩れるまで比較する。 
 
注１）同一順位の場合の得点の与え方は、同一順位は同一得点を与えることとする。 
「2008 年 ＨＹＣ第２回定例レース委員会議事録」による。 
JSAF「セーリング競技規則 2017-2020 付則 A 得点 A7」より優先する。 
 
３．表彰 
①順位上位を表彰する 
②修正１，２，３位、ファーストホームを表彰する 
③他に 7 位、ブービー、皆勤賞等を設ける 
 
 



 H３０年１月７日　G1新春レガッタ　（固定レーティング） npoHYC レース委員会

CF1 CF2 CF3 CF4 CF5 CF6 CF7 CF8 固定TCF
基準艇換算 有無 有無 有無 有無 有無 有無 有無 有無 基準+補正

1 ＨＹＣ ＳＩＯＮ リベッチオ 0.7832 0.7939 ○ ◎ 0.7539
2 ＨＹＣ ＷＨＩＴＥ　ＣＲＥＳＴ ﾊﾟｲｵﾆｱ１０ 0.8550 0.8667 ○ ○ ◎ 0.8067
3 ＨＹＣ 牛若丸　Ｖ ﾌｧｰｽﾄ３６.７ 0.9865 1.0000 ○ 0.9900
4 ＨＹＣ ウエイビーホット ヤマハ３３Ｓ 0.9965 1.0101 ○ 1.0001
5 ＨＹＣ 七福神 ﾌｧｰｽﾄ３１.７ 0.9009 0.9132 ○ 0.9032
6 ＨＹＣ 寿限無 ﾌｧｰｽﾄ３１.７ 0.9009 0.9132 ○ 0.9032
7 ＨＹＣ ファーストスピリット ｵｾｱﾆｽ３１１ 0.8431 0.8546 ○ ○ ○ 0.8046
8 ＨＹＣ ＴＲＩＴＯＮ　ＸＶ ﾌｧｰｽﾄ３０ 0.9406 0.9535 0.9535
9 ＨＹＣ ＫＯＫＯＰＥＬＬＩ ﾊﾞﾊﾞﾘｱ３０＋ 0.8128 0.8240 ○ ○ ◎ 0.7640

10 ＨＹＣ ＪＯＶＩＡＬ　ＦＩＶＥ ｵｾｱﾆｽ３３１ 0.8431 0.8546 ○ ○ ○ 0.8046
11 ＨＹＣ 北斗 ﾊﾟｲｵﾆｱ９ 0.8209 0.8321 ○ ○ ○ ◎ 0.7421
12 ＨＹＣ ボス ﾌｧｰｽﾄ３３.７ 0.9125 0.9250 ○ ○ 0.8950
13 ＨＹＣ アルバトロス ﾌｧｰｽﾄ３３.７ 0.9125 0.9250 ○ 0.9150
14 ＨＹＣ ＳＡＲＡＨ ﾌｧｰｽﾄ３２Ｓ５ 0.9248 0.9375 ○ ◎ 0.8975
15 ＨＹＣ ＶＩＳＣＯＮＴＩＮＡ ＸＰ33 0.9860 0.9995 ○ 0.9795
16 ＨＹＣ Japoneira J/V9.6 0.9577 0.9708 ○ 0.9608
17 ＨＹＣ ＣＯＲＡＬ　ＳＥＡ ﾊﾞﾝ・ド・ﾍｯﾄﾞ 0.8720 0.8839 ○ ○ ○ ◎ 0.7939
18 ＨＹＣ ストーク リベッチオ 0.8082 0.8192 ○ ○ ○ 0.7692
19 ＨＹＣ ココナッツグローブ ヤマハ31Ｓ 0.9340 0.9468 ◎ 0.9268
20 ＨＹＣ バレリーナ ｺﾝﾊﾟｯｸ２７ 0.7499 0.7601 ○ ○ ○ ○ 0.6801
21 ＨＹＣ アルカ ﾊﾞﾊﾞﾘｱ３０＋ 0.8157 0.8269 ○ ○ ○ 0.7569
22 HYC OLA ヤマハ２６C 0.7915 0.8023 ○ ○ 0.7523
23 HYC ミスニッポン ファースト40ＭＯＤ 1.0550 1.0694 1.0694
24 ＨＹＣ コンテッサ ﾌｧｰｽﾄ４０ 1.0498 1.0642 ○ 1.0742
25 ラルゴ ｻﾝｵﾞﾃﾞｯｾｲ３２ 0.8582 0.8699 ○ 0.8799
26 てこ丸 ｻﾝﾌｧｰｽﾄ３５ 0.9165 0.9290 ○ 0.9390
27 MAHANA Ｘ－３３２ 0.0000 0.0000
28 ウォーターレディー 横山３１Ｒ 0.9581 0.9713 0.9713
29 ラパ 0.7415 0.7517 ○ ○ ○ 0.7117
30 ＨＭＹＣ ヤマハ30 ヤマハ３０Ｓ 0.9518 0.9648 ○ 0.9748

ＨＭＹＣ SPLENDID ヘレショフ２１ 0.7025 0.7121 ○ ○ ○ 0.6821
31 HYC PANDRA　Ⅴ ﾌｧｰｽﾄ３１.７ 0.9009 0.9132 ○ 0.9032

Self Reliance 0.8890 0.9012 ○ ○ ○ 0.8512
ＲＡＩＡ ヤング99ＭＯＤ 0.9650 0.9782 〇 0.9782
MOMO ﾅｳﾀｰｽﾜﾝ36 0.9150 0.9275 0.9275

HYC デン（DEN) 0.8819 0.8940 ○ ○ 0.8640
補正係数 ＣＦ１： -0.03 メインファーラー有＝○ 自動計算

ＶＩＳＣＯＮＴＩＮＡ　CF2係数ON ＣＦ２： -0.02 ファーラジブの使用時＝○
JOVAL FIVE  船齢10年ＯＮ ＣＦ３： -0.02 ホワイトセール＝○
ＫＯＫＯＰＥＬＬＩ　ＣＦ７　CF8=◎　ＯＮ ＣＦ４： -0.03 固定ペラ有＝○
RAIA,、MOMO追加 ＣＦ５： 0.01 上架保管＝○
ミスニッポン　艇更新 CF2解除 ＣＦ６： -0.03 シングルハンドの場合＝○
デン（DEN）追加 ＣＦ７： -0.02 スピンorジェネカー無しの場合＝○
アルカ＝スピン、ﾌｧｰｽﾄ＝ペラ変 ＣＦ８： -0.01 船齢１０年毎に=○、船齢２０年＝◎

2018/1/7

所属
クラブ

艇名 艇種
ＯＲＣレーティング補



５．コミッティ用成績計算エクセル操作説明 
 
Ⅰ．操作の前に、コミッティ用成績エクセルを別名を付けてコピーしておくことを勧めます。 
ファイルの名前は、2018ffffffffseisekimmdd となっている。 
ffffffff はレガッタ名で都度変わる。 
mmdd の mmdd はバージョン番号、リリースした月日を表す。 
例えば、2012hinamatsuriseiseki0210 であれば、2012hinamatsuriseiseki0210org とでも。 
 
Ⅱ．エクセル表を開く 
１．Sheet1 において 
（１）基本情報入力する 
日付を yyyy/mm/dd 形式で入力する 
レガッタ名を入力する（例ーひな祭り） 
スタート時刻を hh:mm:ss 形式で入力する 
コミッテイ名を入力する（例ージュゲム） 
（２）参加艇のフィニッシュ時刻を入力する 
参加各艇のフィニッシュ時刻を hh:mm:ss 形式で入力する 
フィニッシュ時刻が無い場合（OCS,DNF,DNS など）は入力しない 

 
 
入力終了したら、Sheet2 へ移る 



２．Sheet2 において 
（１）②「本日のレガッタ取り込み」、③「着順位」、④「修正順位」ボタンを順にクリックす

る 

 
 
又は、T 列、33 行にある「成績計算一括処理」をクリックする 

 



（２）フニッシュ時刻がない艇については、 
その艇名とフィニッシュ時刻の列（S 列）に OCS,DNFDNS など事由を手入力する 

 
 
（３）エクセルのメニューから「印刷」機能で印刷する 
 
３．終了 
エクセルのメニューから「上書き保存する」を選択する。 
 



６．２レース時の同点順位の決定法
＜タイの事例＞附則A８関連

複数レースにての合計得点同点が複数艇発生した場合の順位決定法
1.各レースでの成績を成績の良い順に並べ替え　比較して順位を決める
2.上記にても同位が解消しない場合は　最終レースの成績にて順位を決める
3.1.2.にても同位が解消しない場合は、同位が解消するまで、最終レースから遡って比較する。

レース結果 （表1）
Team First Second Total

A 8 6 14 2レース合計においてA,B,C,D,Eは等位である。
B 6 8 14
C 7 7 14
D 3 11 14
E 11 3 14

レース成績順　第一優先　各艇のレース毎の成績を良い順位から悪い順位に並べ変える
Team Total

A 6 8 14
B 6 8 14
C 7 7 14
D 3 11 14
E 3 11 14

成績順（表3） 最初に最もよいものから悪いものの順にべかえる
Team Total 仮順位

D 3 11 14 1
E 3 11 14 1
A 6 8 14 3
B 6 8 14 3
C 7 7 14 5

レース成績　第二優先　　同位が残った場合、同位の艇の最終レースでの順位を比較する
Team First Second Total 順位

D 3 11 14 2
E 11 3 14 1 　最終レースでEがDより上位
A 8 6 14 3 　最終レースでAがBより上位
B 6 8 14 4
C 7 7 14 5

最終レースで同位が解消しない場合は　最終レースの直前のレースで比較する。
上記でも解消しない場合は、その前のレースにて順次比較する。

従って、　上記Ａ-Ｅの等位５艇の順位は次の通りとなる
１位 Ｅ
2位 Ｄ
3位 Ａ
4位 Ｂ
５位 Ｃ

同位が残る

同位が残る



セーリング競技規則 2017-2020 付則 A 得点(P48-49)抜粋 
A7 レースでのタイ 
複数の艇が同時にフィニッシュした場合、またはハンディキャップ方式もしくはレーティ

ング方式を用いて複数の艇の修正時間が同じとなった場合には、複数の艇がタイとなった

順位の得点とすぐ下の順位(複数もある)の得点を加え、艇数で割らなければならない。賞で

タイとなった艇には、その賞を分けるか、または同じ賞を与えなければならない。 
A8 シリーズでのタイ 
A8.1 2 艇以上の問でシリーズ得点でタイがある場合には、それぞれの艇のレースの得点は、

最もよいものから最も悪いものの順に並べて、最初に違いのある点で、最も良い得点の艇

を上位としてタイを解かなければならない。除外した得点を用いてはならない。 
A8.2 2 艇以上の間でそれでもタイが残っている場合には・タイとなった艇の最後のレース

の得点で順位を付けなければならない。それでもタイが残っている場合には、最後の前の

レースでタイとなった艇の得点を用いて解かなければならず、タイが解けるまで同様に行

わなければならない。除外された得点があったとしても、これらの得点を用いなければな

らない。 
A9 レガッタより長いシリーズでのレース得点 
レガッタよりも長期間にわたって開催されるシリーズでは、スタートエリアには来たが、

スタートしなかった艇、フィニッシュしなかった艇、フィニッシュ後にリタイアした艇、

または失格とされた艇には、スタート・エリアに来た艇の数に 1 を加えたフィニッシュの

順位の得点を記録しなければならない。スタートエリアに来なかった艇には、シリーズに

参加した艇の数に 1 を加えたフィニッシュの順位の得点を記録しなければならない。 
A10 救済についてのガイダンス 
プロテスト委員会は、レースでの艇の得点を調整することにより救済を与えると決定した

場合には、その艇に次のいずれかの得点を記録することを考慮することを勧める。 
(a)問題のレースを除き、その艇のシリーズでの全レースの平均に等しい小数点以下第 1 位

までの得点(小数点以下第 2 位を四捨五入)。 
(b)問題のレースより前の全レースの平均に等しい小数点以下第 1位までの得点(小数点以下

第 2 位を四捨五入)。 
(c)救済が正当とされたインシデントの時点におけるそのレースでのその艇の順位に基づく

得点。 



 

７．各種用紙 

  ＊ 帆走指示書 

＊ ＨＹＣレガッタ出艇申告受付表 

＊ フィニッシュ時刻記録用紙 

＊ 抗議書 

  ＊ ＨＹＣレガッタパーティー受付表 

  ＊ ＨＹＣレガッタ精算書 

  ＊ 賞状（優勝、2位、3位、ﾌｧｰｽﾄﾎｰﾑ賞、ﾗｯｷｰｾﾌﾞﾝ章、ﾌﾞｰﾋﾞｰ賞） 

  

これらは別の様式で提供される。 
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